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はじめに 

太平洋プレートやフィリッピン海プレートの用語は，地震や火山が多い我が国では，地学の初歩から地震の解

説，最新の地球科学研究に至る多くの場面で登場しており，断面図等の模式図の形で目にする機会も少なくな

い．しかしながら，専門外の方々がプレート形状の生データに接することはほとんどないであろう．扱う必要がな

いから当然であるが，ここでは，既存研究の結果を参考にしてより身近に利用できるよう，GISデータ化した．GIS

の 3D機能を含め，近年の可視化技術の進歩と普及により，仮想的に3次元の任意の方向から地下構造を見る

ことが容易になってきた．特に複雑な構造を理解するには効果的であり，この種のデータによって地学の不思議

に接する機会が増えることを期待するものである．  

  

データ作成手順 

ここでは，文献の[1]と[2]のプレート形状の元データを使用した．[1]は太平洋プレートとフィリッピン海プレート

のうちの関東～九州に至る地域， [2]は九州南部から南西諸島方面の地域のデータであり，緯度と経度からな

る位置とプレート面までの深さからなる点データで提供されている．これを次の手順で処理した． 

（１）  CSV（Comma Separation Value）のテキストファイルに整理し， 

（２）  ESRI 社の ArcGIS™に点データとして取り込む． 

（３）  スプライン内挿処理（tension オプションを指定）により z 値のラスターデータを生成する． 

（４）  このラスターデータから 10km 間隔の等深線のベクターデータを生成する． 

なお，データ毎に次のように若干の前処理や試行錯

誤での処理を行った． 

太平洋プレートの元データは， より広範囲なグリッ

ドデータ形式であったため，図１の点で示したように，

海溝から陸側で 400km より浅いデータのみを取り出

して用いた． 

[1]のフィリッピン海プレートのデータについては， 

（１）  関東や伊豆などの５地域に分かれて深さ 10km

毎のデータで提供されている．これらを単純に統

合したところ，地域の境界付近の一部に重複が

みられたため，それらは単一に調整した． 

（２）  東経 138.37°，北緯 35.71°付近を中心とする

数十 km の範囲内の深度データには，相対的に

浅い中に深いデータが入るなど，水平または深

度方向のばらつき見られた．そのままで内挿処

理をすると，等深線に稜線や谷線が現れる．実

際にそうなっているかどうかの判断はできないた

め，ここでは，周囲の等深線に滑らかにつながるように適宜，点の間引きや位置の微修正を行った．最終的

図１ 太平洋プレート上面の深さを持った点群の分布と，それらから生

成された等深線 



に本データプレート面として用いた点は図２の通りであり，その電子ファイルも同包した． 

（３）  [1]と[2]の間の境界部分においても（２）と類似したデータがみられたため，深さ方向でデータの密度が高

い[1]を優先してデータの調整を行った． 

 

海溝部の扱い 

プレートの沈み込みが始まる海溝付近については，

次のようにした． 

（１）  [1]に含まれていた日本周辺の海溝位置データ

が高密でであったため，一旦，線データに変換し

た後，屈曲点が残るように頂点で間引いて新た

な海溝位置の点データを作成した． 

（２）  地形の DEMデータ[3]の海溝位置点直近の水

深値を取り出して海溝位置の点データの属性に

追加した． 

（３）  こうして作った海溝水深を持った海溝の点データをそれぞれに接するプレートのデータと統合した．  

これにより各プレートの浅部側の末端は海溝底に接合され，３D 形状を側方から見たときにより自然で滑らかに

沈み込んでいるように見える．これは，見た目が自然になるような処理であって，厳密な沈み込み部分の形状を

意味するものではないことに注意されたい． 

 

その他の注意 

本データの海溝に平行した最も浅いプレート上面の

等深線は 10km深であるが，[2]の元データは 50～

250km 深まで 50km 刻みで与えられている．したがって

概ね種子島沖以南の南西諸島沿いの 50km深より浅い

海溝までの間の等深線は，完全に内挿処理により生成

されたものであり（図３），この部分の等深線の位置精

度が低いことを理解の上で用いなければならない．また，

[1]に掲載される原図によれば，フィリッピン海プレート

の等深線の一部が破線で表されている．本データでは

特段の区別をしていないので，プレートまでの深度読み

取りにおいては注意を払う必要がある．なお，本データを使用したことによる如何なる損害に対して作者は責

任を持たない．データの再利用に当たっては，元データの利用条件や権利を尊重しなければならない．  

 

関連データについて 

 プレートの沈み込みと関連する地震[4]や火山[5]のデータも併せて加えてある．地震は，2001年から10年間に

この地域で発生したマグニチュード 5 以上，20km 以深を選択した．火山は，2017 年 10 月現在の日本の活火山

の位置情報である．地震の発生場所や火山列との関係を比較的容易に観察でき，特に簡易の3D画面で見るこ

とで新たな発見や気づきがあるかもしれない． 

図 2 主にフィリッピン海深度データを示す[1]の位置データと等深線 

図 3 南西諸島のフィリッピン海プレートのデータ 
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